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Abstract 
クラウドサービスの普及に伴い、単一のアプ

リケーションを複数の企業で共用する「マルチ

テナント」型のアプリケーションのサービス形

態が普及しつつある。複数の企業でアプリケー

ションを共用する事でコスト低減が実現できる

メリットがある。ただし、既存のアプリケーシ

ョンをマルチテナント化する場合、改修量が膨

大となるという課題が発生する。ここでは、本

課題を解決するために有効な技術、既存アプリ

ケーションをできるだけ流用しつつマルチテナ

ント化するための「マルチテナント対応データ

切替制御方式」について報告する。 

 

1. 背景 

クラウドサービスの普及に伴い、「マルチテ

ナント」型のアプリケーション形態が普及しつ

つある[1][2]。 

「マルチテナント」とは、ハードウェアやソ

フトウェアを複数の企業（テナント）間で共有

利用可能にした形態のことを指す。クラウドサ

ービスを提供する上で重要となるのは、如何に

して低価格でサービスを提供することが可能か

である。複数の企業に対して同じサービスを提

供する場合、同一のアプリケーションを複数企

業に対して提供する「マルチテナント技術」を

適用することでソフトウェアやハードウェアの

リソースを削減できるため、低価格でのサービ

ス提供が可能になる。 
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図 1：マルチテナントアプリケーション 

 

 
 

2. 課題 

シングルテナント型からマルチテナント型の

アプリケーションへ移行する際には、コンピュ

ータ資源（PC サーバ、ハードディスク、APP サ

ーバソフトウエア、DBMS など）を複数のテナン

トで共有する必要がある。このときアプリケー

ションやデータベース側でテナントを識別し、

テナント別のデータアクセスを実現する必要が

ある。 
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図 2：テナント別データアクセスの実現 

 

既存のシングルテナント型アプリケーション

に改修を加える場合、アプリケーションやデー

タベースの構造に手を加える必要があるため一

般に改修コストが増大する可能性がある。そこ

で、既存アプリケーションを可能な限り流用し

たまま、マルチテナント化することの可能なフ

レームワークが求められている。 

 

3. データ切替制御方式 

上記課題を解決するためにマルチテナント対

応データ切替制御方式（以下、データ切替方式

と記す）を提案する。シングルテナント型のア

プリケーションをマルチテナント型に切り替え

る際に、ユーザインタフェース部分とデータベ

ースアクセス部分についてのみ切り出し改修を

加え、既存アプリケーションのインタフェース

をそのまま利用することで改修量を抑えること

が可能となる。 

 

・テナント識別子導入 

データベース上で複数テナントが利用するテ

ーブルに対しテナント識別用の ID 番号(テナン

ト識別子)のカラムを追加し、番号を付加する。

テナント識別子を付与することにより、どのデ

Data Access Management Method for Multi-tenancy 
Application 
† Yu Kosugi, Nobukatsu Irifuji, Yasushi Ogawa, 
Mitsuyoshi Yamatari, 
Information Technology R&D Center, Mitsubishi 
Electric Corporation 

Copyright     2012 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-525

4H-5

情報処理学会第74回全国大会



ータがどのテナントの保持する情報なのかを管

理することが可能となる。 
ユーザ情報
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・・・ ・・・  
図 3：テナント識別子導入のイメージ 

 

・テナント識別子の受け渡し 

既存のシングルテナント型のアプリケーショ

ンにはテナント識別子を扱うことができない。

そこで、既存アプリケーションで使用している

パラメータに対しテナント識別子を埋め込むこ

とで、テナントごとのデータアクセスを実現す

る。 
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図 4：テナント識別子の受け渡しのイメージ 

 

データ切替方式を実現するためのシステム構

成を図 5に示す。 
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図 5：データ切替制御方式を実現する 

システム構成 

 

・マルチテナントデータベース：各テナントが

利用する情報を管理するためのデータベース。

図 3で示したようにテナント識別用のカラムが

用意されており、テナントごとのデータ識別が

可能となる。 

・UI 接続部：テナント情報結合設定テーブルを

元に既存アプリケーションに渡すパラメータに

テナント識別子を埋め込む。 

・DB 接続部：テナント情報結合設定テーブルを

元に既存アプリケーションより受け取ったパラ

メータからテナント識別子を取り出す。その後、

データベース接続設定テーブルを元にデータベ

ースの接続を行う。 

・マルチテナント制御部：UI 接続部、DB 接続部

と、マルチテナント管理データベースとのアク

セスを行う。 

・テナント管理テーブル：テナントの情報を管

理するテーブル。テナントごとのテナント識別

子を管理する。 

・テナント情報結合設定テーブル：テナント識

別子を既存アプリケーションに受け渡す際のル

ールを管理するテーブル。 

 

この方式の導入により、既存アプリケーショ

ンのインタフェース部分に改修を加えるだけで、

内部ロジックに手をいれることなくマルチテナ

ント型へ移行させることが可能となる。但し、

今回の方式では、データベースの構造に手を入

れる必要があるため、今後は既存のデータベー

スの構造の利用した上でのマルチテナント移行

の技術が必要となる。 

 

4. まとめ 

今回は、シングルテナント型アプリケーショ

ンをマルチテナント型アプリケーションに移行

する際に必要なテナント間のデータ及びアプリ

ケーションの切り替え実現方式についての検討

内容を報告した。 

今後は、今回検討した方式のさらなる改良と

ともに、実アプリケーションに適用した際の検

証を行う。 
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